
龍源寺間歩
り ゅ う げ ん じ ま ぶ

 

龍源寺間歩は、江戸幕府が直営した「御
お

直
じき

山
やま

」の一つで、元泉山永久稼所・新横相・新切山・大久保山とともに

「五ヶ山」の一つにも数えられていました。石見銀山には 1000箇所近くの間歩がありますが、その中でも重要な 

間歩の一つであったといえます。 

現在では、坑口から約 157ｍまでを見学できます。間歩の壁面には、当時のノミの痕が残っているほか、鉱脈に 

沿って横に掘り進んだ痕や、排水のために 100ｍも掘られた竪坑も見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地  大田市大森町ニ１８３ 

営業時間 ９時～１７時（１２月～２月は１６時まで） 

入場料  大人４１０円  小人２１０円 

休館日  １月１日 

連絡先  龍源寺間歩管理所 

０８５４－８９－０３４７（出口管理棟） 

佐毘売山神社 

高橋家 

山吹城跡 清水谷製錬所 

至 降露坂 

（温泉津沖泊道） 

約 2.3km 

新横相間歩 

新切間歩 

福神山間歩 

新坑道 116m 
旧坑道 157m 

駐輪場 

豊栄神社 

五百羅漢 

渡邊家 

石見銀山公園 

至 大森（代官所跡） 

龍源寺間歩 


